
  6 月 3 日（土）          ホッツケ田 

どろんこクラブ ホッツケ田のしろかきと田植え 
昔の御所沼では、ホッツケ田と呼んで、水辺に稲

を育てていました。このふるさとの風景を市民と創

りながら、四季を通じてホッツケ田と楽しくおつき

あいしようというのが「どろんこクラブ」。 
 田んぼ三面のうち、一面は、市民公社でクロぬり

と耕しまでやって植えるだけの「まったり田んぼ」

として、二面は、荒れ田を耕すところからおつきあ

いする「ど根性田んぼ」として、まったりな方は、

田植えをして午前中で解散、ど根性な方は、午後も

汗をかいて楽しみました。参加 60 名程。 
※次回：7月 2日（日）草取りとスイカわり。 

※参加募集と活動概要のチラシは管理棟で配布中。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  6 月 3 日（土）            梅林 
市民参加で梅の実（青梅）を収穫 

200kg の実は、３日間で完売！ 
 自分の手で収穫してみたいという市民の声に応え

て、20 名限定で、収穫に参加していただき、お礼に

実 2kg を贈呈。午前中に収穫して、午後からは管理

棟で販売を開始。この収益は、総合公園にとって企

画費や市民活動を支える備品購入費として、大きな

存在となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下旬から黄梅も販売、梅干しづくりに最適！ 

～収穫を手伝ってみたい方 10 名募集～ 
○予約受付中！ 1キロ 300円 

 ※総量 100kg で受付終了。後は、当日販売。でも、

品切れになったら、ごめんなさい。 

○収穫予定 6 月 24日（土）10:00～12:00 

○収穫を手伝っていただいた方には、実 2kg 贈呈 

○申し込み 管理棟 ０２８０－４７－１１２９ 
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2006 年６月号 

◆ 古河総合公園 花ファイル NO.63◆ 

 
● ヤマボウシ ● 

［科名］ミズキ科、落葉小高木 
［樹高］5～10ｍ程 
［ 花 ］白色の４枚の総苞片 
［花期］６～７月 
日本の山野に自生するが、園内のは、植栽

したもの。同じ科でよく似た、古河の街路樹

に使われているハナミズキはアメリカから渡

来したもので、別名、アメリカヤマボウシ。

きりりと華やかなハナミズキと比較して、し

っとり落ち着いたヤマボウシ。国産の花木の

良さも見直しては、いかがでしょうか。 

百席茶会 
 

梅の実収穫 

ホッツケ田田植え 

お茶つみ 

ど根性田んぼのクロぬりは、子供たちが、シャベルでペタ

ペタ 30 分ほどで完成。その後、草を抜いて、耕すのに 60
分ほど。見守るお母さんたちや、通りすがりのおじいちゃ

んが、「たいしたもんだ。子供でも沢山いればできるんだ

ねえ」と感慨もひとしお。 

木に登って収穫するおじいちゃんも登場。「とっても、と

っても、採りきれな～い」「少しでも上の方の実を採りた

くて、夢中になっちゃうのよね。」 



  ５月 13 日（土）        
 新緑の茶畑にカラフルな傘の花が咲きました！ 

ふるさと古河新茶まつり 
  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
古河総合公園ごよみ  200６年７月 

日 月 火 水 木 金 土 
      １ 

  ネムノキ(2004) 

２ 

どろんこクラブ（草
とりとスイカわり） 

フリーマーケット 

３  × ４ 

キキョウ(2004) 

５ 

 

６ ７ 

ｵｵｶﾞﾊｽ(2004) 

セミ初鳴き(2005) 

８ 

 

９ 

フリーマーケット 
１０ × １１ １２ １３ 

   

１４ 

ｻﾙｽﾍﾞﾘ(2004) 

１５ 

１６ 

フリーマーケット 

１７  １８ １９ 

  ﾉｳｾﾞﾝｶｽﾞﾗ(2003) 

２０ 

  ﾐｿﾊｷﾞ(2003) 

２１ 

   エンジュ(2004) 

２２ 

ﾊﾟｰｸﾌﾛﾝﾄでオー

ル日産展示会 

２３ 

ﾊﾟｰｸﾌﾛﾝﾄでオール

日産展示会 
フリーマーケット 

２４ × ２５ ２６ 

  ｽｽｷの穂が出る 

(2003) 

２７ ２８ 

古河市香り友の会

でﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰつみとり 

２９ 

３０ 

古河市香り友の会
でﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰつみとり 

３１ × 
 

     

太字斜体：今年の予定  ：花の開花、   ：花の見頃（1999～2005 年の記録から） ×：管理棟休館 
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※
選
考
協
力
頂
い
た
古
河
市
俳
句
協
会
８
名
の
皆
さ
ん
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

※
選
考
に
あ
た
ら
れ
た
片
野
十
四
子
さ
ん
の
講
評 

古
河
総
合
公
園
で
俳
句
投
句
箱
を
設
け
ま
し
て
か
ら
四
年
位
経
っ
て
お
り
ま

す
。
年
毎
に
人
数
を
殖
や
し
て
ゆ
き
ま
す
こ
と
は
選
考
者
に
し
ま
し
て
も
嬉
し
い

こ
と
で
す
。
ど
う
ぞ
、
古
河
公
園
に
お
出
か
け
の
お
り
は
投
句
を
お
願
い
し
ま
す
。

四
季
の
古
河
公
園
へ
の
お
出
か
け
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

※
小
学
校
で
、
俳
句
を
習
っ
た
ら
、
総
合
公
園
で
俳
句
デ
ビ
ュ
ー
し
よ
う
！ 

 

前日の予報では、土曜の夜まで曇りの予報、迎えた当日、

茶会の準備も整った午前 8:00 に、雨は降り始めました。

百席茶会は、急遽、管理棟に会場変更。雨天でも、お茶ま

つりが実施できることが分かったのは、大きな成果です。 

参加は、茶つみ 100 名ほど、茶会 300 名ほど。古河一高、

匠短期大学の学生さんらが、茶娘に扮して茶摘みの指導。 


